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前略、今月も業務に専心いただきありがとうございます。  

先月に皆様にお願いいたしました改善提案ですが、それぞれお一人ひとりの持ち場ならではの改

善案、社業全体に影響する価格の変更や新商品の提案まで本当に多くのご意見をいただきました、

早速、５S 委員会で検討し、良いものはどんどん実行してまいります。詳しくは今月の毎月新聞

をご覧ください。この会社で働く一人ひとりが会社のために、仲間のために、自分のために知恵

を絞って仕事をやりやすくする方法を考えていただいたことは経営者として本当にうれしく、あ

りがたく感じています。今月は社内のムダとムラを徹底的に洗い出す作業を行います。振り返っ

てみると皆様のおかげで私どもの会社は過去に比べるとさまざまな部分でレベルが上がっていま

す。言い換えれば会社全体の組織力があがっているともいえます。何事にも言えますが会社の業

績も上昇、下降を繰り返しながら少しずつ成長しています。規模が大きくなることでよりお客様

にとってよい商品とサービスが提供できるのであればそれに越したことはありません。しかしサ

ービス業においてはお店の規模の大きさが逆に不利になることがままあります。たとえば同業者

（仕出し屋）でも競合として大型店や中型の仕出し屋さんはあまり脅威には感じません。逆に親

父がおかみさんと家族でやっているお店（いわゆる小店）が脅威なのです。そのようなお店はど

んな注文でも心をこめて材料を吟味し、出来立ての愛情のある料理をお客様に提供できます。そ

のほかにもあれやこれやとこまごまとお客様を気遣うことができます。従事する家族全員が心を

一つにしてお客様のため、お客様の都合に合わせて商品を提供します。そのようなお店が私ども

の最強のライバルです。店舗の拡大につれ運営面が個人の裁量では対応できなくなる現実があり

ます。また意思決定をする社長や役職者がそれぞれの現場スタッフの顔が見えにくくなるなど不

都合のほうが多くなることもあります。しかしながら現在我々は様々な工夫と仕組みづくりでお

客様に喜んでいただけるよう必死で努力しています。しかしその仕組みや工夫も私たち一人ひと

りが真心を持ち合わせていないと「急な注文だから」「数が急に増えたから」「材料を仕込んでい

ないから」「人手が足りないから」「時間外だから」「慣れていないから」「疲れているから」・・・

さまざまなお客様には関係のない言い訳や負の考えが少しずつ組織を取り巻きます。このような

言い訳を一切排除し、当たり前のことをバカにせずにちゃんとすることで「あ～美味しかった！ 

よかった！ このお店はすばらしい！」とエネルギーの湧き出るような感動をお客様に提供する。

お客様に対する心は家族経営でありたい。そう思うこのごろです。  
 
「私たちはお客様のために常に新しいことに挑戦し、食生活に新たな価値を創造しつづけます｡」 

すべては自分のために。  

すべてはお客様のために。  

すべては会社のために。  

すべては社会のために。  

 

来月も一緒に頑張りましょう。  

                                      草々  


